
島
の
キ
ビ
か
ら
生
ま
れ
た

香
り
豊
か
な
沖
縄
の
黒
糖

沖
縄
黒
糖
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本
場
の
本
物
と
は
？
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査
専
門
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が
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く
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査
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山
の
地
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と
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が
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す

鹿
児
島
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壷
造
り
黒
酢

鹿
児
島
の
壷
造
り
黒
酢
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醤
油
の
本
場
な
ら
で
は

無
添
加
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小
豆
島
佃
煮

小
豆
島
佃
煮

12

富
士
山
に
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守
ら
れ
て
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く
す
く
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つ
足
柄
茶
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柄
茶
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伝
統
の
押
し
瓦
で
焼
く

埼
玉
の
草
加
せ
ん
べ
い
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加
せ
ん
べ
い
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土
佐
の
山
奥
で
育
ま
れ
る

ま
ぼ
ろ
し
の
お
茶
、
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石
茶

大
豊
の
碁
石
茶

20

杉
桶
で
う
ま
み
を
引
き
だ
す

小
豆
島
桶
（
こ
が
）
仕
込
醤
油

小
豆
島
桶
仕
込
醤
油
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守
ら
れ
し
伝
統
食
の
灯
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久
慈
凍
み
こ
ん
に
ゃ
く
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久
慈
凍
み
こ
ん
に
ゃ
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領
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漁
師
た
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誇
る
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品
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三
番
瀬
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苔

船
橋
三
番
瀬
海
苔
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と
風
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る
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塩

土
佐
黒
潮
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日
塩
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大
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と
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で
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れ
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の
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品
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蜂
屋
柿
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上
蜂
屋
柿
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積
の
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で
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冬
熟
成
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河
産
大
豆
の
八
丁
味
噌
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河
産
大
豆
の
八
丁
味
噌
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の
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恵
と
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が
た
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り
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な
味
噌
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け
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房
漬
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房
漬
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絶
妙
な
口
ど
け
の
甘
さ

種
子
島
発
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沖
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浜
田
の
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糖
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浜
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の
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を
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る
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鰹
節
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本
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れ
節
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崎
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の
本
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れ
節
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内
の
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陽
が
育
ん
だ
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島
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ル
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島
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う
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み
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勢
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か
ぶ
せ
茶
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勢
本
か
ぶ
せ
茶
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統
野
菜
の
宝
庫
が
生
む
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家
庭
漬
け
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素
朴
な
風
味

山
形
の
つ
け
も
の

38

鰹
港
で
受
継
ぐ
最
高
峰
の
鰹
節

指
宿
鰹
節
の
本
枯
節

指
宿
鰹
節
の
本
枯
節
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自
家
製
味
噌
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ら
手
作
り
す
る

お
漬
物
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市
房
漬
の
き
り
し
ぐ
れ

市
房
漬
の
き
り
し
ぐ
れ
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大
分
伝
統
の
磯
の
風
味
、

佐
賀
関
く
ろ
め
醤
油
味
付

佐
賀
関
く
ろ
め
醤
油
味
付

50

日
本
一の
砂
丘
が
育
む
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い
至
宝

鳥
取
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う

鳥
取
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
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香
り
、
辛
さ
、
痺
れ
の
三
拍
子

揃
っ
た
、
飛
騨
・
高
原
山
椒

飛
騨
・
高
原
山
椒

56

琉
球
王
国
時
代
に
起
源
を
も
つ

固
有
の
麺
、
沖
縄
そ
ば（
茹
麺
）

沖
縄
そ
ば（
茹
麺
）
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な
が
ら
の
製
法
で
つ
く
る

松
江
の
炭
火
あ
ご
野
焼
き

松
江
の
炭
火
あ
ご
野
焼
き
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ぶ
り
に
蘇
っ
た
特
産
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で
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わ
う
佐
賀
の
相
知
高
菜
漬

相
知
高
菜
漬
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上
品
な
甘
さ
で

ワ
イ
ン
に
も
合
う〝
飴
色
の
宝
石
〞

東
出
雲
の
○畑
ほ
し
柿

東
出
雲
の
○畑
ほ
し
柿
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半
島
の
さ
ん
ま
食
文
化
を
継
ぐ
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州
雑
賀
崎
の
灰
干
し
さ
ん
ま

紀
州
雑
賀
崎
の
灰
干
し
さ
ん
ま

厳
冬
の〝
凍
み
〞が
熟
成
さ
せ
る

奥
飛
騨
山
之
村 
寒
干
し
大
根

奥
飛
騨
山
之
村 

寒
干
し
大
根
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古
く
か
ら
白
神
大
豆
の
み
を
使
用

わ
ら
づ
と
で
包
ん
だ
檜
山
納
豆

檜
山
納
豆
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純
系
の
国
産
菜
種
か
ら
搾
っ
た

完
全
無
添
加
、出
雲
の
菜
種
油

出
雲
の
菜
種
油
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格
別
の
な
め
ら
か
さ
と
コ
シ

岡
山
の
鴨
方
手
延
べ
素
麺

鴨
方
手
延
べ
素
麺
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格
式
伝
え
る
甘
味
と
白
色

鹿
児
島
の
薩
摩
菓
子 

軽
羹

薩
摩
菓
子 

軽
羹
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細
め
で
コ
シ
の
あ
る
つ
る
つ
る
麺

五
島
手
延
う
ど
ん（
国
内
産
小
麦
使
用
）

五
島
手
延
う
ど
ん（
国
内
産
小
麦
使
用
）

江
戸
期
か
ら
の
製
法
に
よ
る

小
城
羊
羹（
切
り
羊
羹
）

小
城
羊
羹（
切
り
羊
羹
）

ほ
い
ろ
香
と
濃
い
甘
味

福
岡
の
焙
炉
式
八
女
茶

焙
炉
式 

八
女
茶

口
ど
け
清
ら
か
な
甘
辛
風
味

雲
州
平
田
の
生
姜
糖（
出
西
生
姜
糖
）

雲
州
平
田
の
生
姜
糖（
出
西
生
姜
糖
）

美
し
い
緑
色
に
濃
い
う
ま
味　
　

静
岡
の
深
蒸
し
掛
川
茶

深
蒸
し
掛
川
茶
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ウ
ニ
の
う
ま
味
と
風
味
を
ぎ
ゅっ
と
凝
縮

越
前
の
御
雲
丹（
越
前
仕
立
て
汐
う
に
・
粉
う
に
）

越
前
の
御
雲
丹（
越
前
仕
立
て
汐
う
に
・
粉
う
に
）
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煮
て
食
べ
る
柔
ら
か
昆
布　

昆
布
森
の
棹
前
昆
布

昆
布
森
の
棹
前
昆
布

三
河
碧
南
の
白
だ
し

枕
崎
の
炭
火
焼
き
か
つ
お
た
た
き

長
崎
胡
麻
と
う
ふ

三
河
地
方
伝
統
白
醤
油
ベ 

ー 

ス 

の 「
白
だ
し
」
が
生
み
出
す
、
味

わ
い
深
く
美
し
い
料
理

長
崎
の
歴
史
と
伝
統
が
生
ん
だ
知
る
人

ぞ
知
る
逸
品

上
品
な
甘
さ
と
香
り
漂
う
「
長
崎
胡
麻

と
う
ふ
」

旨
味
、
香
ば
し
さ
、と
も
に
一
層
引
き

立
つ
独
自
調
理
法

樫
木
の
炭
で
焼
き
上
げ
た
「
枕
崎
の
か

つ
お
た
た
き
」

1　

に
秘
め
ら
れ
た
伝
統
の
風
味
、
の
ど
越

し
、
味
わ
い 

本
物
の
手
延
べ
に
し
か
な
い
真

髄
が
こ
こ
に

小
豆
島
手
延
べ
素
麺

木
桶
熟
成
が
生
み
出
す
〝
不
思
議
な

ち
か
ら
〞 

ま
ろ
や
か
で
味
わ
い
深

い
、
極
上
の
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

浜
松
ソ
ー
ス
木
桶
仕
込
み

信
州
産
大
豆
の
経
木
納
豆

能
登
輪
島
の
丸
柚
餅
子

讃
岐
和
三
盆

信
州
ア
カ
マ
ツ
の
経
木
が
豆
に
宿
す
、
風

味
豊
か
な
味
わ
い
と
香
り 

こ
の
地
で
唯
一

残
る
、
伝
統
の
製
法
に
よ
る
「
経
木
納
豆
」

舌
の
上
で
さ
ら
り
と
ほ
ど
け
る
、ま
ろ

や
か
で
味
わ
い
深
い
甘
み
の
〝
白
〞
砂
糖

づ
く
り
に
不
向
き
な
讃
岐
地
方
だ
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
た
逸
品

美
し
い
飴
色
と
柚
子
の
香
り
、上
品
な

甘
さ
、ほ
ろ
苦
さ
柚
子
を
丸
ご
と
使
っ

た
、
贅
沢
な
菓
子
の
逸
品

mm

104

都
城
盆
地
鶯
宿
梅
の
梅
干
し

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
る
懐
か
し
い〝
本

物
の
梅
干
し
〞
を
継
承
無
農
薬
で
生
産

し
た
自
家
梅
園
の
梅
を
無
添
加
で
加
工
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三
河
生
炊
佃
煮（
Ⅰ
種
認
定
）

日
本
独
自
の
食
文
化
に
秘
め
ら
れ
た
無

限
の
可
能
性
三
河
湾
の
自
然
と
醸
造
文

化
が
育
む
至
極
の〝
佃
煮
〞

124

三
河
生
炊
佃
煮（
Ⅱ
種
認
定
/
サ
ン
マ
、イ
ワ
シ
）

香
ば
し
さ
と
深
い
味
わ
い
が
魅
力
の
、

極
上
〝
ご
は
ん
の
お
供
〞

都
城
盆
地
鶯
宿
梅
の
梅
肉
エ
キ
ス

人
の
命
を
つ
な
ぐ
〝
食
〞
を
伝
え
る
無

農
薬
・
自
然
栽
培
か
ら
生
ま
れ
た
健

康
食
品

島
豆
腐

沖
縄
の
自
然
と
歴
史
が
つ
く
り
上
げ
た
、

風
味
豊
か
で
際
立
つ
存
在
感

指
宿
山
川
本
枯
節
の
鰹
で
ん
ぶ

薩
摩
本
枯
節
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
最

大
限
に
引
き
出
さ
れ
た
極
上
の
う
ま

味
の
粋
（
す
い
）

118

御
膳
み
そ

味
噌
づ
く
り
の
奥
深
さ
に
触
れ
る

手
作
り
糀
が
育
む
豊
か
な
風
味
と
コ
ク120

宮
古
島
も
ず
く（
生
・
塩
蔵・
乾
燥
）

宮
古
島
の
透
き
通
る
海
が
育
ん
だ
黄
金

の
も
ず
く  

独
特
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
食

感
で
抜
群
の
満
足
度

伊
良
部
島
の
勝
負
汁

伊
良
部
島
佐
良
浜
地
区
で
水
揚
げ
さ
れ

た
鰹
を
使
っ
た
鰹
節
と
宮
古
味
噌
が
融

合
し
た
素
朴
な
伝
統
食

I
M
U
G
E

泡
盛
で
も
焼
酎
で
も
な
い
〝
真
の
〞
地

元
酒
「
イ
ム
ゲ
ー
」
の
歴
史
が
再
び
動

き
出
す

122

お
問
い
合
わ
せ
先
一
覧

126

宮
古
島
乾
燥
ア
ー
サ

宮
古
ブ
ル
ー
の
奥
に
揺
ら
め
く
グ
リ
ー

ン 

美
し
い
自
然
が
生
ん
だ
唯
一
無
二
の

ア
ー
サ

鶴
岡
市
焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
、鶴
岡
市
焼
畑
藤
沢
か
ぶ
、鶴
岡
民
田
茄

子
の
辛
子
漬
、米
沢
の
雪
菜
漬
、
大
石
田
の
ぺ
そ
ら
漬
、
置
賜
地

方
う
す
皮
丸
小
茄
子
の
浅
漬
、窪
田
茄
子
の
粕
漬
、鶴
岡
市
民
田
茄

子
の
粕
漬
、鶴
岡
市
外
内
島
地
区
外
内
島
き
ゅ
う
り
の
味
噌
良
漬


